
（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。

 

 

18/05 ＋1.1

18/06 ＋0.4

18/07 ＋0.6

18/08 ▲0.1

18/09 ▲0.2

18/10 ＋1.0

18/11 ▲0.0

18/12 ▲1.6

19/01 ＋0.8

19/02 ▲0.3

19/03 ＋1.8

19/04 ＋0.3

19/05 ＋0.5

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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と市場予想中央値の同

市場予想よりもかなり強い

強まるなか

安定などに

方改定など

業態別では、

方、自動車・同部品

販売、飲食店

品が横ばいとなった。

 

５月の小売売上高の前月比（

売り（▲0.03

信販売が＋

一般小売が

0.02％、スポーツ用品・本・趣味用品

 

変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は、前月比

想の同＋0.4

の他小売が減少に転じたほか、家具、ガソリンスタンドは鈍化した。一方、家電、建設資材が増加に転

＋1.1 (＋6.2)

＋0.4 (＋6.1)

＋0.6 (＋6.6)

▲0.1 (＋6.4)

▲0.2 (＋4.0)

＋1.0 (＋4.6)

▲0.0 (＋4.0)

▲1.6 (＋1.6)

＋0.8 (＋2.9)

▲0.3 (＋2.1)

＋1.8 (＋3.8)

＋0.3 (＋3.7)

＋0.5 (＋3.2)

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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市場予想中央値の同

市場予想よりもかなり強い

か、雇用・所得の増加傾向、株価

に支えられ、

ど想定通り一時的な

業態別では、食品・飲料

自動車・同部品、

飲食店が加速した。

が横ばいとなった。

月の小売売上高の前月比（

0.03％）、食品・飲料

＋0.17％、自動車・同部品
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スポーツ用品・本・趣味用品

変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は、前月比

0.4％を上回った

の他小売が減少に転じたほか、家具、ガソリンスタンドは鈍化した。一方、家電、建設資材が増加に転

除く車

(＋6.2) ＋1.2

(＋6.1) ＋0.5

(＋6.6) ＋0.8

(＋6.4) ＋0.1

(＋4.0) ▲0.3

(＋4.6) ＋0.8

(＋4.0) ▲0.1

(＋1.6) ▲2.1

(＋2.9) ＋1.4

(＋2.1) ▲0.3

(＋3.8) ＋1.4

(＋3.7) ＋0.5

(＋3.2) ＋0.5

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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スポーツ用品・本・趣味用品

変動の大きい自動車を除く小売・飲食サービス売上高は、前月比
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耐久財関連（*1）

＋0.6

＋0.1

＋0.1
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▲0.1

＋0.1

▲0.2

▲1.4

＋2.4

▲0.5

＋0.6

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*1:耐久財関連は、自動車・家具・家電・建材関連の売上の合計。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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耐久財関連（*1）
自動車

＋0.6 ▲1.9

＋0.1 ＋0.6

＋0.0 ＋0.5

▲0.7 ▲1.1

▲0.0 ＋0.5

＋1.6 ▲0.9

＋0.3 ▲0.8

＋0.4 ▲1.3

▲1.8 ＋0.4

▲0.2 ＋0.1

＋3.2 ＋1.9

▲0.5 ＋0.6

＋0.7 ＋0.1

（注）数字は季調済前月比。但し、（　）内は前年同月比（未季調）。

　*2:非耐久財関連は、小売売上高の合計から、耐久財関連を除いたもの。
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▲1.9 ▲1.4

＋0.6 ＋1.0

＋0.5 ＋0.1
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＋0.5 ▲1.2
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U.S. Indicators ／

非耐久財関連（*2）
家電

▲1.4 ＋1.1

＋1.0 ＋0.3

＋0.1 ＋0.7

＋0.0 ＋0.1

▲1.2 ▲0.1

▲0.0 ＋1.0

▲1.0 ＋0.1

▲1.2 ▲2.8

＋0.5 ＋1.4

▲1.6 ＋0.2

＋1.2 ＋1.6
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＋1.1 ＋0.5
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＋1.6 ＋2.1

＋0.7 ▲0.2

＋0.5 ＋0.0
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